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水をよぶ森つくる森
～東京都の水道源林～



や



約 25,000ha（東京都区部面積の約39％）

森にかかる雲は、森から家庭の間に入れる
子供が多いと思われるが、海から蒸発した
水が森に戻る様子（循環）を現す写真を意
図し、「東京の街を流れる雲」の次に入る
ことを想定している。
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気付く。

2

枝分かれが多く、幹が曲がった木

がある。



挙

　木は、通常冬に葉をまとめて落とす落葉樹と、いつ
も葉がついている常緑樹に、また、葉の形によって広
葉樹と針葉樹に大別される。東京都水道水源林の天
然林には、ブナ、ミズナラ、クリ、シオジ及びカエデ
類の落葉広葉樹が広がり、標高の高い地域にはモミ
などの常緑針葉樹が混在する。
　人工林では、常緑針葉樹のヒノキ及びスギ、落葉
針葉樹のカラマツが見られる。

　木の種類が多いほど、木の実の種類も多い。イラ
ストでは１のほうが、木の種類が多く描かれている。
　１、２ともに昆虫など、ほ乳類の食べ物になる生き
物の数も多い。

注

注

注

注 注

注の

　天然林は多様性に富む。ただし、一般的には 2 の
ような森には幼樹が多くなり、樹種は増える。
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「家の中に木でできたものがある人はいますか？　それは何で
すか？」

3



「水道水源林の役割」
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徴に列記している内容が挙がるとよい。



答えは１つとはかぎりません。

ささ

　いろいろな機械やけんび
鏡を使って水を調べ、安全な
じょうたいかどうかをチェック
します。検さは、ダムから各
家庭のじゃ口まで、いろいろ
な場所で行います。

　学校や家庭などで使われ
ている水の量をつねに見て、
どこでも同じ量の水が出るよ
うに各地いきに配る水の量
を調整しています。

　水道をより良くするため
に、それぞれのげん場をささ
える仕事をしています。東京
都でくらしている人たちから
意見を聞いて、これから水道
局がしなければいけない仕
事の計画も作ります。

　山を歩いて、木が健康に育
っているかなど、森に関する
様々な調さを行っています。
そして森の健康を守るため
に必要な作業を決めていま
す。

　山くずれが起きそうな場所
などを調べて、さい害をふせ
ぐために必要な工事を決め
ます。山や森の管理に必要な
道路をつくる計画も作りま
す。

　必要な水をつねに浄水場
に送れるように、ダムから流
す水の量を調整します。安全
を守るためダムや貯水池を
かんしし、こわれた所を直す
仕事もしています。

　安全でおいしい水を学校
や家庭にとどけるため、浄水
場や給水所のしせつや機械、
水道管を調べています。こわ
れている場所を見付けたと
きは、直したり取りかえたり
します。
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https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/naturepark/
index.html

　「小学生用学習支援ノート」には、活動のや
り方や注意事項が書かれています。教員の指示
がなくても、子供が好きな場所で保護者とともに
活動をすることができます。



狙い 狙い

夏休みの課題として、家や旅行先の周辺の葉
を写し取る活動を提示し、地域間での樹木の相
違性を見つける学習に発展させる方法も効果
的である。

作業する用紙を小さくして、個人で取り組む
ことも可能

（注）使い終わった葉はゴミとして廃棄するのでは
　　なく、花壇などの土に返すように指導する。

⑴　数人のグループを作り、手分けして校

庭にある葉を写し取り、「落ち葉のカード」

を作る。

⑵　葉の特徴から図鑑などを使って名前を調

べる。

⑶　模造紙などに「落ち葉のカード」を貼り

付け、種名や木の特徴などを書き込む。

⑴　拾った葉を紙の間に挟んで重石を乗

せ、押し花を作る要領で葉を乾燥させる。

乾燥させることで、何度もこすり出しに

使うことができるようになる。

⑵　数人のグループに分かれ、各グループに

模造紙を1枚ずつ用意する。乾燥した葉の

形をよく見て、何を描くかを話し合う。

⑶　葉のこすり出しだけで絵を完成させる。

6

狙い

狙い

　「かくれている森の水を

さがせ ！ 」の手法を使っ

て、校庭や公園などで実

施し、森との違いを話し

合う。

　植物が水をためるに

は、様々な条件があるこ

とに気付く。

　コケの生えている石を木がたくさん生えた山に、コケの

生えていない石を木が一本もない山に見立て、それぞれ

の石の上から水を流し、その違いを観察する。

　森が水をためる（水源かん養）機能を理解する。

　森の中で、同じぐらいの大きさの、コケの生えている

石とコケがまったく付いていない石を見付けておく。

　二つの石ができるだけ近い位置にある場所を探す。

　あらかじめ容器に準備しておいた水を「雨」に、コケ

の生えている石は「森のある山」に、何も付いていない

石は「木が一本も生えていない山」に見立てることを説

明する。

　それぞれの石の頂点から少しずつ水を流すとどうなるか

を、子供たちに予想させる。

　実際に石の上部から水を流す。できれば二つの石に、

同時に流すとよい。

　森の持つ水源かん養機能について説明をする。
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　　　    「水道水源林で
やってみよう1　森を写し取
ろう ！ 」
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https://www.mizufuru.waterworks.metro.tokyo.lg.jp/fureaino-michi/ https://www.waterworks.metro.tokyo.lg.jp/kouhou/pr/ikoi/

https://www.waterworks.metro.tokyo.lg.jp/kouhou/pr/ogochi/ https://www.waterworks.metro.tokyo.lg.jp/kouhou/pr/okutama/

https://www.suidorekishi.jp/
https://www.mizunokagaku.jp/

江戸の町づくりとともに整備され発展してきた上水や世界に誇れる
近現代水道など、水道の歴史や技術を分かりやすく紹介しています。

水の大循環を体感できる４面大型映像シアターや、水に関する実
験などを行う体験型の展示のほか、実際に稼働している水道施設「
有明給水所」の見学もできます。

https://www.waterwoks.metro.tokyo.lg.jp

https://www.mizufuru.waterworks.metro.tokyo.lg.jp
水道水源林ポータルサイト みずふる

東京都水道局

水道水源林ポータルサイト
みずふるはこちら


